
【緒言】 

 木造住宅の構造躯体が腐朽などによって生物劣化している場合には，劣化の度合いに応じて最適な改修・補

強方法を選択する必要がある。しかし，その判断は目視判断によることが多く，改修・補強方法に対する住宅

所有者の不安や疑念を払拭するためには，客観的根拠が必要となる。特に，壁量不足を補う耐震改修の場合に

おいては，柱脚の引抜耐力も担保されなければ，面材などで既存の躯体を補強したとしても，それが耐力壁と

して十分に機能するとは言い難い。そこで，本研究ではビス留めタイプの柱脚補強金物を想定して，強制腐朽

処理をしたスギ（Cryptomeria japonica）にビスを留め付けた場合の一面せん断試験を実施し，ピロディン®に

よる打ち込み深さとの関係について検討した。 

 

【実験方法】 

＜強制腐朽処理＞ 

心材のみ，もしくは辺材を含むように木取りした 60×60×

300 mm のスギ製材（以下，心材試験体，辺材試験体）を腐朽

源ユニットを用いる手法で強制的に腐朽させた（図 1）。腐朽

源ユニットはポリプロピレン容器（タイトボックス，187×127

×34.5mm）にポテトデキストロース寒天培地（PDA 培地）を

充填した上にオオウズラタケ（Fomitopsis palustris）を培養し

たもので，これを試材に接触させ，梱包用ビニールシートで

包み，ポリプロピレンテープで封印した。これらを温度 26℃

の恒温室にて，処理期間を段階的に設定して腐朽させた。腐

朽処理期間は，辺材試験体については 4，8，12，16，20 週間

の 5 期間とし，心材試験体については 28，32，36，40週間の

4期間を追加した。処理期間と試験体数を表 1に示す。 

＜強度試験＞ 

腐朽処理終了後，屋内環境で試験体質量が恒量に達するま

で養生し，試験体長さを 200 mm に調整してからビス（カネ

シン YB55）を木口から 50 mm の位置で鋼板（厚さ 3.2 mm，

Z マーク短ざく金物を加工）を添え板として留めつけた。鋼

板の先穴径はねじ首下直径φ5.75 mm に対してφ6 mm であ

る。試験は，万能試験機を用いた繰り返し加力方式とし，加

力スケジュールは±0.5→±1→±2→±4→+25 mm とした。終

了後に鋼板を取り外し，ビス横でピロディンによる気乾状態

の打ち込み深さを測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強制腐朽処理を施したスギにおけるビスの一面せん断性能 
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表 1 処理期間と試験体数 

処理期間 

（週間） 
4 8 12 16 20 28 32 36 40 

辺材試験体 12 12 12 12 12 - - - - 

心材試験体 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

図 1 腐朽源ユニットを用いた強制腐

朽処理の模様 
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図 2 せん断試験体と強度試験方法 

 



【結果および考察】 

図 3に心材試験体の荷重変形曲線の例を示

す。0 週処理に比べ，処理期間が長くなると

繰り返しループは小さく，最大荷重も低くな

る傾向にあるが，ループが小さい場合は 20 

mm 変位時まで荷重が上昇する傾向にあった。 

図 4，5に最大荷重とピロディンの打ち込み

深さの関係を心辺材試験体の別に示す。ピロ

ディンの打ち込み深さは測定限界である 40 mmを超えたものは 50 mmに図示し，直線回帰においては除外し

た。最大荷重とピロディン打ち込み深さの関係においては心辺材試験体ともに負の相関が得られた。図 6，7

に 20 mm変位までのエネルギー吸収量とピロディンの打ち込み深さの関係を示す。辺材試験体においては，

負の相関が得られているが，心材試験体においては相関が得られなかった。 

 

図 4 辺材試験体における最大荷重とピロディン    図 5心材試験体における最大荷重とピロディン 

打ち込み深さの関係                 打ち込み深さの関係 

図 6 辺材試験体におけるエネルギー吸収量と    図 7 心材試験体におけるエネルギー吸収量と 

ピロディン打ち込み深さの関係          ピロディン打ち込み深さの関係 

 

【結言】 

強制腐朽処理をしたスギ部材を用いて，これにビスを留め付けた場合の一面せん断耐力を測定した。腐朽部

材を乾燥させた状態で測定したピロディンによる打ち込み深さは，最大荷重やエネルギー吸収量との間におい

て有意な相関が得られた。今後は，剛性（初期剛性，割線剛性），質量減少率についての解析結果を加え，改

修現場において，目視に代わる客観的判断根拠の一つとしてピロディンが活用できるように発展させたい。 
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図 3 荷重変形曲線の例 
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